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､
傭

印

紀

行

の

一

節

｣
-
ト

ーユ
エ
よ
h
ブ

ータ
ン
.･･

フ
土
フ
ォ

へ
ー

I

ヰ

小
溝
は
去
る

一
月
中
旬
よ
･｡
二
月
上
旬
に
か
け
､
日
偽
印
文
化
交
換

教
授
梅
原
末
治
博
士
に
障
っ
て
俳
印
を
族
行
L
ii
際
の
紀
行
の

t
節

で
あ
る
･3
今
梅
田
に
嘗
-
若
干
の
補
訂
を
施
し
た

O

.
〇

]′月
廿
二
日

朝
固
書
館
等
を
見
単
し
て
憩
ふ
暇
も
な
く
ホ

テ
ル
を
出
蓉
~
河
南
副
領
事
の
革
に
乗
せ
て
貰
っ
て
順
化
鮮
紅

向
ふ
｡
十
時
牛
が
野
草
操
定
に
遅
れ
な
い
た
め
に
で
あ
る
｡
欝

で
理
事
長
官
の
官
邸
に
宿
っ
て
ゐ
ら
れ
た
梅
原
先
生
及
び
ハ
ノ

イ
か
ら
案
内
役
に
つ
い
て
来
た
ギ
ん
,､ヽ
ネ
氏

(
(
ノ
イ
･
フ
ィ
ノ

ー
博
物
館
長
)
と
落
ち
合
ふ
｡
十
時
拘
十
分
､
や
つ
と
我
々
の

汽
串
が
到
着
｡
.
サ
イ
ゴ
ン
行
の
急
行
で
あ
る
が
'
･こ
れ
位
の
延

着
は
延
着
の
中
に
入
ら
ぬ
砂
で
あ
る
｡
酵
繭
に
比
過
去
三
日
に

･藤

庶
･･
利

71

郎

′･タ

亘
り
ま
官

･
帝
陵

･
博
物
館
等
､
僻
化
の
内
外
各
所
を
案
内
詑

明
し
て
く
れ
た
ソ
!'
-
氏

(順
化
啓
定
博
物
館
長
)
も
姿
を
現

.

絃
す
｡
見
送
り
の
河
南
副
僚
事
､
y
ff
I
氏
等
払
穂
を
述
.+(
て

薬
事
｡
座
席
の
陶
係
で
直
ち
に
食
堂
車
に
入
り
'
定
め
ら
れ
た

卓
に
つ
く
｡
僻
上
ツ
ー
ラ
ン
の
自
宅
に
掠
る

チ
ャ
ム
考
古
単
の

老
大
家
パ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
象
の
お
嬢
さ
ん
が
乗

っ
て
き
て
我
々

の
卓
に
加
は
る
｡.

ノ

汽
串
は
十

一
時
過

ぎ
漸
-
出
費
'
青
IQ
と
し
か
水
田
の
間
を

分
け
て

l
路
東
南

へ
と
走
る
｡
乗
る
こ
と
約

一
時
間
牛
､
有
事

の
安
南
山
賑
が
で
つ
と
海
岸
に
迫
っ
て
き
て
､
文
字
通
.js,
断
崖

･

席
壁
を
な
し
､
汽
革
は
崖
の
横
腹
を
縫
ふ
様
に
進
む
.
左
事
紅

は
紺
碧
の
海
が
見
ら
れ
'
眼
下
に
は
迎
春
-
白
波
が
岸
を
淡
や
･

て
ゐ
る
o
草
に
風
光
籍
任
で
あ
る
O
ト
ン
ネ
ル
が
巌
る
多
い
･｡
･･

狗-.
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ギ
ル
ミ
ネ
氏
の
言
に
よ
る
と
､
こ
れ
か
ら
ツ
ー
ラ
ン
迄
峠
を
三

つ
越
え
ね
ば

な
ら
ぬ
と
の
こ
と
｡
線
路
は
州
蕊
の
勾
配
で
あ

る
〇
四
､
五
十
分
程
し
て
漸
-
最
後
の
峠
に
か
1

る
.
こ
れ
は

有
名
な

コ
ル
･
デ

･
ニ
ュ
ア
-
ジ

ュ

(
C

o-
des
N
uages)
で
､

往
時
の
チ
ャ
ン
｡ハ
因
の
北
境
は
大
鰹
こ
の
過

に
あ

っ
た
ら
し

い
｡
明
命
七
年

(西
紀

一
八
二
六
年
)
こ
1
に
開
墾
が
設
け
ら

れ
侮
雪
組
と
宿
し
'
爾
来
順
化
防
禦
の
第

一
陣
地
と
な
-
安
南

人
は
こ
れ
を
屯
望

(D
6n
g
nhu=t)
と
宿
し
て
ゐ
た
.
今
も
な

性
こ
の
道
銭
は
存
す
る
と
い
ふ
｡
こ
1
を
越
す
と
携
南
省
で
も

う
す
づ
と
平
地
で
.あ

る
.
太
陽
の
光
が
急
に
ま
ぶ
し
く
な
り

何
だ
か
夏
の
様
だ
｡
暑
さ
が
や
1

こ
た

へ
て
乗

る
｡
白
い
砂

丘
が
渥
岸

一
帯
に
府
き
'
所
々
野
生
の
サ
ボ

テ

ン
が
生

え
て

ゐ
る
｡

二
時
頃
ツ
ー
ラ
ン
に
到
着
｡

下
車
し
て
｡ハ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
蟻

に
別
れ
､

一
同
伸
を
傭
ひ
ホ
テ
ル
に
向
ふ
｡
ホ
テ
ル
は
波
止
場

に
近
い
河
岸
に
あ
り
､
眺
望
の
頗
る
う
る
は
し
い
所
で
あ
る
｡

小
憩
の
後
先
づ
宮
地
の
理
事
官
を
訪
問
｡
そ
れ
よ
り
河
岸
に
沿

っ
て
チ
ャ
ム
博
物
館
に
至
る
｡
こ
1
は
背
後
が
桟
木
に
固
ま
れ
~

前
に
綾
の
芝
生
を
有
す
る
ク
リ
ー
ム
色

一
階
の
建
物
で
'
コ
の

字
形
を
な
し
'
開
け
っ
放
し
で
'
仝
鰹
に
非
常
に
明
る
5
感
じ

で
あ
る
｡

館
は
前
記
チ
ャ
ム
研
究
の
大
家

パ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
氏

の
名
を
冠
し
､

パ
ル
マ
ン
テ
ィ
エ
博
物
舘
と
も
稲
し
､

チ
ャ
ム

遺
物
の
枠
を
蒐
め
て
ゐ
る
鮎
で
世
界
的
な
も
の
で
あ
る
｡
館
長

の
晩
春
桐
氏
等
の
出
迎

へ
を
受
け
て
中

へ
入
る
｡
氏
は
毅
の
あ

救 外 の 舘 物 博 ム ヤ チ

と
を
つ
い
で

チ
ャ
ム

研
究
に

精
進
す
る
新

進
の
安
南
人
畢
徒

'

小
柄
な
況
和
し
い
草

者
で
あ
る
｡

開
け
放

し
の
た
め
室
内
も
非

常
に
明
る
-
'
基
菊

の
流
通
が
よ
い
｡
陳

列
は

チ
ャ
ム
塾
術
の

特
色
た
る
石
彫
ば
か

り
で
'
第

一
茎
か
ら

第
四
窒
迄
大
鰐
七
世

41

紀
か
ら
十
川

･
五
世
紀
位
迄
の
も
の
が
並
べ
ら
れ
て
あ
る
｡
数

は
さ
し
て
多
-
な
い
が
'
何
れ
も
よ
い
も
の
ば
か
り
で
､
特
に

第
三
室
は
見
事
な
も
の
が
多
か
っ
た
｡
大
隈
に
贋
南
省
の
ミ
ソ

ン

(
美
山

･
M
i･son
)
チ
ャ
キ
ュ
ー

(茶
喬

T
l[L･ki6u)
ド

ン
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ヂ
ュ
オ

ン

(
桐
腸

D%
h
g
･d
書

n
g
)

の
も
の
が
多
い
が
､
兎
に

角
西
方
の
影
響
を
受
け
た

チ
ャ
ム
の
彫
刻
文
化
の
往
時
に
於
け
I

る
素
晴
ら
し
さ
'
殊
に
初

･
中
期
時
代
の
彫
像
に
現
は
れ
た
力

強
さ
は
'
林
‥U
以
来
支
郡
安
南
と
抗
申
し
た

チ
ャ
ム
族
の
面
目

の
港
市
で
は
あ
る
が
'

ち
つ
い
た
所
で
あ
る
｡

事
官
の
招
宴
に
臨
む
｡

町
は
全
鰐
に
活
気
乏
し
く
'
静
か
な
落

ホ
テ
ル
へ
鐘
り
､
夜
は
先
生
に
随
払
理

躍
如
た
る
も
の
が
あ

り
'
興
味
が
探
か

っ

た
｡
椅
第

l
茎
に
は

六
七
九
年
の
庚
甫
ミ

ソ
ン
の
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
の
石
碑
も
見
ら

れ
た
｡
仝
濃
が
非
常

に
よ
-
保
存
さ
れ
藩

が
き
ら
し
い
も
の
の

兄
苦
ら
ぬ
の
は
愉
快

で
あ
る
｡
明
日
も
も

う

一
度
釆
て
梅
原
先

部 内 の 館 物 博 ム ヤ チ

生
は
二
三
枚
拓
本
を
と
ら
れ
る
こ
と
1
な
り
､
時
除
に
代
る
興

味
洗
き
見
拳
を
路

へ
博
物
机
を
削
去
｡

ホ
テ
ル
迄
数
町
の
こ
と

で
は
あ
り
'
夕
碁
の
ツ
ー
ラ
ン
の
附
を
漫
歩
し
っ
1
錯
る
｡
ツ

ー
ラ
ン
は
兎
も
角
近
代
的
港
湾
設
備
を
有
す
る
中
部
俳
印
唯

1

○

廿
三
日

夜
釆
猛
烈
な
豪
雨
で
あ
る
｡
眼
を
覚
ま
し
た
の
が

七
時
､
朝
食
を
す
ま
せ
先
生
の
部
屋

へ
行
き
待
機
｡
ギ
ル
､､､ネ

氏
が
来
て
､
今
日
の
ミ
ソ
ン
行
き
や
文
賢
具
足
等
の
某
の
見
嬰

●

は
到
底
駄
口
だ
と
い
ふ
｡
水
で
膝
迄
つ
か
る
だ
ら
う
と
の
こ
と

ま
た
雨
季
の
終
り
で
致
し
方
も
な

い
が
､
順
化
の
滞
華

二
日

間
､
兎
に
角
晴
天
が
つ
ゞ
き
'
方
々
の
見
嬰
に
支
障
が
無
か
つ

た
だ
け
に
失
望
の
念
禁
じ
得
な
い
｡
十
時
頃
に
な
っ
て
や
つ
と

雨
が
小
降
り
に
な
っ
た
の
で
､
.
せ
め
て
フ

ェ
フ
ォ

の

町
だ
け
で

も
と
日
歩
｡
串
は
河
沿
仏
に
博
物
館
前

へ
'
こ

1

で
少
し
右
に

折
れ
河
を
離
れ
て

一
路
国
道

へ
と
進
む
｡

フ
土
フ
ォ
迄

約
三
十

杵
だ
｡
囲
道
を
出
る
頃
､
雨
は
ま
た
猛
烈
に
降
-
出
し
て
来
た
｡

道
の
両
側
は
班
々
と
し
た
水
田
が
つ
ゞ
く
｡
雨
の
た
め
は
っ
き

り
と
は
見
え
ぬ
が
'
窓
外
遇
か
左
方
に
突
Ⅷ
た
る
黒
い
山
塊
が

見
え
る
Q
傍
ら
の
ギ
ル
,,/ネ
氏
の
言
に
よ
る
と
､
之
が
名
高
い

大
理
石
山

(L
es
M
on
tagn
e
s
d
e
M

arbre)
だ
と
か
｡
大
理
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石
山
は
五
峯
か
ら
成
る
か
ら
五
行
山
と
も
言
は
れ
､
そ
の
水
山

の
碑
銘
に
日
本
人
の
名
が
見
え
る
こ
と
は
既
に
黒
板
博
+
:の
紹

介
も
あ
る
が
､
こ
1

の
訪
問
は
後
日
に
譲
る
の
外
な
い
｡
所
々

道
傍
に
無
数
に
土
を
盛
り
上
げ
小
さ
い
石
塔
を
立
て
1

ゐ
る
所

が
あ
る
｡

某
地
で
あ
る
｡

朕
柄
よ
-
道
を
フ
ェ
フ
ォ
に
と
る
｡
.

附
近
の
渥
地
帯
は
豪
雨
の
た
め
仝
-
池
の
椋
に
な
っ
て
ゐ
る
所

が
あ
る
｡
之
で
は
具
足
の
葦
等
行
か
れ
ぬ
の
は
無
理
も
な
い
と

思
っ
た
｡

十

一
時
頃
フ
エ
フ
･オ
(曾
安
)
の
町
へ
入
る
｡
フ
ェ
フ
ォ
は
フ
ェ

フ
ォ
川

(Sang
F
a
主
F
o
)

北
･_.t
に
沿
っ
て
東
西
に
贋
が
る
商
業

郡
巾
で
'
中
部
俳
印
に
於
け
る
主
要
な
華
僑
静
展
地
で
あ
り
､

そ
の
子
孫
が
多
い
所
で
あ
る
｡
ま
た
昔
御
朱
印
贈
渡
航
の
時
代

日
本
町
の
あ
っ
た
所
と
し
て
も
有
名
で
あ
-
､

常
時

フ
ェ
フ
ォ

は
北
方
ツ
ー
ラ
ン
を
造
か
に
凌
ぐ
大
都
倉
で
あ
っ
た
と
言
ふ
.

間
も
な
-
串
は
理
事
官
の
邸
の
前
に
到
着
｡
こ
1
は
青
々
と
茂

る
熱
帯
楢
の
中
に
建
て
ら
れ
た
ク
リ
ー
ム
色
の
滞
酒
な
邸
で
あ

る
｡
中

へ
入
っ
て
挨
拶
の
後
'
雨
の
小
止
み
を
利
し
て
日
本
橋

に
向
ふ
.

案
<;
人
が

一
人
同
乗
｡

程
な
-
フ
ェ
フ
ォ
日
貫
き
の

通
り
と
覚
し
き
や
1
賑
や
か
な
通
-
に
出
る
.
こ
れ
は
日
本
橋

通
と
栴
さ
れ
､
東
西
に
走
り
､
そ
の
昔
こ
の
連
に
日
本
町
が
あ

っ
た
と
い
は
れ
る
が
､
今
は
仝
-
そ
の
遺
環
を
止
め
な
い
｡
通

り
の
西
端
が
日
本
橋
だ
｡
下
串
し
て
橋
を
見
単
｡

橋
は
フ
ェ
フ

ォ
川
の
支
流
に
か
け
ら
れ
た
も
の
で
､

隔
五
'
六
米
'
全
長
二

十
米
位
で
､
瓦
発
き
の
屋
根
を
有
し
､
出
入
口
に
門
が
あ
る
｡

フ親 外 の 橋 本 日 オ フ

こ
れ
が
あ
る
洪
水
の
時
さ
ら
は
れ
た
の
で
､

渡

さ

れ
た菓

｢

フ

Tブ

オ

日本
橋

の

歴
史
｣
を
見
る
と

日
-
'｢
一
五
二
四

年
の
頓
'
蟻
南
か

ら

フ
ェ
フ
ォ
へ
官

道
が

つ

い

て
ゐ

た
｡
そ
し
て
官
道

が
こ
の
急
流
を
過

ぎ
る
所
に
は
小
さ

い
竹
の
歩
橋
が
か

け
ら
れ
て
ゐ
た
｡

昔
時
既
に
こ
1

に

居
任
し
て
ゐ
た
支
那
商
人
達
が
､
こ
の
急
流
の
激
し
さ
を
和
ら

げ
様
と
､
こ
1
に
北
帝

(Ba?D
e)を
肥
る
｡ハ
ゴ
ー
ド
を
建
て

る
こ
と
を
企
て
'
そ
の
た
め
に
金
を
醸
出
し
た
.
椿
は

1
五
二

I
..ー
t_-

_
_I
J
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四
年
に
出
雅
た
が
'
こ
れ
は
支
部
で
は
嘉
線
年
間
に
常
少

､
東

南
で
は
後
馨
の
大
敵
(?
･)
の
時
に
粕
嘗
す
る
｡

常
時

フ
ェ
フ
㌦

に
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

･
丸
ラ
′ン
グ
人
･

東
郷
人

･
日
本
人
等
､

多
数
の
外
囲
商
人
が
任
っ
て
居
抄
t
.港
庇
は
彼
等
の
大
き
姦
帆

.

姫
や
札
克
船
が
出
入
し
て
ゐ
た
が
'-

之
等
外
人
達
は
何
れ
も
こ

の
企
て
に
賀
同
し
費
用
を
軸
出
し
'
且
つ
こ
の
建
築
の
技
師
及
.

び
請
負
人
と
し
て
日
永
人
が
選
ば
れ
た
｡
橋
は
北
帝
を
肥
る
｡(

ゴ
ー
ド
と
歩
橋
の
二
部
よ
り
成
る
が
､
こ
の
工
事
は
甲
中
の
年

に
始
め
ら
れ
'
丙
戊
の
年
に
完
成
し
た
｡
今
も
榛
の
出
入
口
に

猿
と
犬
の
像
が
置
か
れ
て
ゐ
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
｡
そ
の

が
こ
の
｡ハ
ゴ
ー
ド
の
修
理
に
ま
た
金
を
醸
H
L
t

一
七

一
九
年

己
亥
の
年
に
は
陳
腐
洞
が
こ
Iの
町
を
訪
れ
'
日
本
棒
に
発
達
椿

の
名
を
輿
へ
た
｡

】
八

一
七
年
､
嘉
陸
の
治
世
に
至
り
t
と

の

棒
が
墜
落
し
た
の
で
ま
た
も
甥
郷
社
の
住
民
が
軸
金
し
て
再
建

し
､
こ
れ
が

i
九

.I
八
年
迄
維
持
さ
れ
た
が
､
時
の
理
事
官
レ

･ス
チ
ル
ラ
ン
と
T
･
P
の
技
師
達
が
改
修
を
加
へ
､
自
動
串
の

通
行
佃
凍
る
様
に
強
化
し
た
｡｣
と
)

と
の
案
内
記
の
述
べ
て
ゐ
る
所
'
前
年
侍
説
に
基
す
き
､
必

タ

す
L
も
倍
を
措
き
難
い
が
t
と
の
橋
の
束
に
往
時
日
本
町
の
あ

っ
た
こ

と
を
息
へ
ば
､
常
時
の
在
留
日
凍
人
が
こ
の
建
造
に
償

少

P,.
そ
の
地
相
常
の
役
割
を
果
し
た
と
と
は
信
じ
て
も
よ
い
で

あ
ら
タ
｡
門
(東
門
)を
入
る
と
'
放
る
寝
両
側
吃
犬
の
土
像
が

配
置
さ
れ
･
そ
の
隣

粒
石
酵
軒
象
る
｡
右
側

(東
北
隅
)
の
も

め
は

｢
重
修
凍
遺
構
記
｣
と
魅
L
t
こ
れ
は
嘉
隆
十
六
年

(
1

九
一
七
年
)
橋
の
再
建
に
雷
少
'
融
点

1
同
が
鷹
分
の
寄
附
を

払て
こ
れ
に
壷
力
し
､
土
を
域
へ
た
と
と
を
解
し
た
も
の
で
あ

る
｡
銘
中
丁
丑
年
と
あ
る
の
性
嘉
隆
十
六
年
を
指
す
｡

重
修
発
達
棒
記

明
香
合
安
薦
界
､
於
錦
鋪
有
漢
寓
､
演
有
橋
､
竜
也
粕

侍
'
日
本
人
所
作
鰹
､
奉

.発
朝
島
翰
'
賜
名
日
舞
撞
椿
'
大
倉
安
厨
､
億

之
好
風
水

也
.
長
江
三
両
統
合
'
貫
筏
商
帆
之
所
集
､
山
陳
海
浜
之
併

臓
､
岸
上
列
樺
､
共
中
島
通
衝
'
四
方
有
賀
無
速
不
至
'
此

療
之
所
以
名
凍
遮
也
鰍
t､線
上
楽
屋
'
屋
下
列
板
'
均
然
苦

慮
平
地
､
行
者
蛮
'
弊
者
息
'
辞
者
宜
乗
務
'
宜
臨
流
而
耽
.

-

詩
'
皆
橋
間
之
勝
柴
也
､
方
今
蕗
手
薄
鼻
'
商
晋
者
戦
於

市
､
故
者
出
於
途
'
馬
跡
畢
盛
之
所
及
'
亦
無
落
而
不
過
此

ノ

橋
寓
､
第
成
必
有
壊
､
米
久
朽
毒
､
不
及
辰
修
葺
'
癖
有
甑

軌
之
庚
､
於
是
同
融
点
取
替
､
巌
嫡
慶
拾
材
､
野
典
雅
力
而

- 44
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新
之
､

以
丁
丑
年
己
榊
日
成
､

徴
記
於
英
夫
､

奮
然

而
作

目
､
此
文
昌
帝
君
所
謂
造
千
寓
人
死
往
之
橋
､
亦
陰
閥
中
之

善
事
也
､
而
今
雨
後
牌
千
百
年
'
是
櫨
其
利
揮
､
及
人
之
功

容
可
景
耶
'
是
馬
記
銘
日
､

運
波
路
や

渓
水
溶
浴

就

水

馬

橋

畳
惟
前
功

嗣
而
修
之

善
念
研
克

托
奔
枚
携

無
遠
不
通

而
今
而
後

利
鐸

無
窮

嘉
降
丁
光
年
仲
秋
月
穀
日

産
隷
戊
甫
驚
督
勢
浜
亭
丁
期
甫
挟

一
七

一
九
年
､

常

時
こ
の
地
方
を

支
配
し
て
ゐ
た
阪

葡
洞
が
'
こ
の
日

本
橋
に
死
遠
橋
の

名
を
興

へ
た
こ
と

は
､
大
南
貰
錐
に

も
見

え

て
､
｢
上

章
贋
南
督
､
閲
士

馬
､

等

幸
.合

安

鏑
､
因
見
舗
之
酉

部 内 の 橋 本 日 オ フ Tフ

有
橋
'
以
共
地
商
舶
湊
集
､
名
非
違
権
'
御
音
金
偏
以
腸
之
'

云
云
｣
(前
編
巻
八
己
亥
二
十
八
年
三
月
の
候
)

と
あ
り
､
説
明

に
よ
れ
ば
橋
の
中
央
北
側
に
掛
か
る
朱
商
に
金
文
字
で
釆
遺
構

と
書
い
た
額
が
彼
の
輩
に
な
り
､
そ
の
左
下
の
署
名
は
よ
く
見

え
串
が
彼
の
俳
名
だ
と
の
こ
と
だ
｡
こ
の
額
の
後
'
即
ち
橋
の

中
央
北
側
に
間

口
七
米
'

奥
行
六
米
牛
の

｡ハ
ゴ

ー
ドが
附
威

し
､
玄
武
沖
を
書
い
て
こ
れ
を
配
っ
て
ゐ
る
O
先
の
案
内
記
に

北
帝
を
ま
つ
る
パ
ゴ
ー
ド
と
あ
り
'
大
南

一
統
志
戯
覇
省
の
詞

廟

の
所
に
･
｢
展
武
盈

納
紬
棚
附
響

と
あ
る
の
は
之
で
あ
ら

う
｡
雨
三
回
の
改
修
に
よ
る
と
は
い
へ
'
昔
も
つ
て
ゐ
た
と
言

は
れ
る
日
本
的
な
伴
を
止
め
て
ゐ
な
い
の
は
何
だ
か
憲
し
い
様

な
束
が
す
る
｡
珍
客
の
訪
づ
紅
に
土
人
が
集
っ
て
き
て
我
々
の

後
に
ぞ
ろ
-

と
随
ふ
｡
碑
は
上
記
東
北
隅
の
外
､
門
を
入
っ

た
西
南
'
西
北
､
東
南
の
各
隅
に
あ
り
'
殊
に
西
南
隅
の
も
の

は
'
狭
文
と
俳
文
と
の
銘
を
有
L
t
こ
れ
ら
は
哲
定
二
年

(
一

九

一
七
年
)
の
改
修
の
際
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
.
今
試

み
に
ギ
ル
,,]
ネ
氏
よ
-
滑
ら
れ
た

コ
ピ
ー
に
よ
っ
て
西
南
碑
の

銘

(浜
文
)
を
記
す
と
､

rtu_rIr __JL . ｣

本
社
銭
鋪
'
於
維
新
乙
卯
陸
月
日

承

u
I
_
"

A

.
A
.:
目

し



｢

_

貴
慮
準
出
銀

元
'
蝕
行
修
補
発
途
蹄
椿
'
辰
承

貴
座
正
公
使
大
人

貴
工
政
座
iE
大
人

主
行
其
事
t
T
巳
年
六
月
日
工
埠
､
本
触
感
恩
不
忘
'

銭
此
銘
､
誌
以
垂
永
久
､
蓋
銘

啓
定
二
年
七
月
吉
日

明
姉

献
本

献
同
敬
鮪

工
政
通
事

鵬

換
大
は

N
g
u
eu
･T
h
蒜

nIL
an
氏
の
研
究
に
よ
る
と
'

フ
ェ
フ

ォ
川
の

も
た
ら
し
た
デ
ル
タ
の
堆
積
が
主
な
る
要
素
を
な
す
と

い
ふ
｡
(L
a
F
o
rm
a
tio
n

et
l'6v
olutio
n

d
u

v
i二
ag
e
d
e

M
in
h
H
u
o
n
g

(
F
a
ifo
)
･A
B
u
tle
tin
d

e
s

A
m
is

d
u

V
ie
u
x

H
u
6
19
･こ
)
鯖
こ
1
に
一
言
す
べ
き
は

明
芥
融
の
酢
名
で
あ

る
が
､
こ
れ
は
必
ず
し
も
こ
1

の
み
に
存
す
る
の
で
な
-
､
他

地
方
に
も
見
ら
れ
る
が
､
何
れ
も
俳
印
に
斧
旭
し
た
華
僑
の
部

落
で
あ
り
､
他
に
同
じ
-
清
河
融
な
る
も
の
が
存
す
る
こ
と
か

と
あ
-
､
以
下
西
北
の
も
の
は
明
郷
酢
所
属
の
甘
員

･
組
織
並

び
に

一
般
融
内
人
､
東
南
の
も
の
は
同
じ
く
五
封

(繭
建

･
成

東

･
潮
州

･
掠
廟

∴
爵
鷹
)
常
長
を
始
め
と
す
る
対
内
諸
店
舗

諸
商
人
の
金
員
寄
附
者
の
名
前
を
列
ね
銘
し
た
も
の
で
あ
る
｡

明
摘
酢
は

フ
ェ
フ
ォ
を
構
成
す
る
柾
の

一
つ
で
､

十
･1ハ

･

七

世
紀
の
頃
こ
1

へ
貿
易
に
来
た
支
郷
の
商
人
が
創
め
た
支
邦
人

部
落
に
淵
源
し
､
古㌔
-
は
明
香
勅
と
郁
し
て
ゐ
た
｡
明
姻

･
明

香
は
共
に

M
in
h

H
ufo
r)g

で
同
書

で
あ
る
.
常
時
日月
杏
朴

は
フ
ェ
フ
ォ
川
の
北
岸
に
沿
ふ

一
小
部
落
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
~

そ
の
後
彼
等
が
定
住
し
､
速
に
土
人
と
婿
を
結
ぶ
に
及
び
'
支

那

･
安
南
の
雑
種
人
､
今
日
の
い
は
ゆ
る
明
郷
を
生
す
る
に
至

り
'
ま
た
新
の
地
域
も
著
し
-
旗
大
し
た
｡
こ
の
勅
の
地
域
の

門 表 の 耐 紀 夫 の ォ フ rフ

ら
見
て
'
恐
ら
-

彼
等
が
そ
の
故
開

明

･
清
等
の
名
を

と
っ
て
己
の
配
名

に
冠
し
た
も
の
で

あ
ら
う
｡
こ
の
日

本
橋
と
附
属
の
｡ハ

ゴ
ー
ド
は
'
右
の

如
-
明
郷
就
々
員

の
屡
次
の
修
造
に

ょ
っ
て
今

日
に
至

っ
て
ゐ
る
が
'
こ
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の
パ
ゴ
ー
下
に
紀
る
北
帝
は
彼
等
の
守
護
神
で
あ
り
'
少
く
と
-

も
日
本
町
衰
滅
以
後
の
こ
の
B
本
橋
は
彼
等
明
郷
の
橋
と
言
っ

て
も
差
支
な
い
の
で
あ
る
｡
検
定
の
時
刻
が
切
迫
し
て
ゐ
る
の

で
急
い
で
橋
を
鮮
去
､

]
先
づ
理
事
官
邸
に
引
き
上
ぐ
｡

'〇

牛
後
二
時
再
び
案
内
に
連
れ
ら
れ
て
一
同
林
天
后
を
]q
る
｡ハ

ゴ
ー
ド
に
至
る
｡
之
は
棺
襲
っ
た
且
つ
立
派
な
｡ハ
ゴ
ー
ア
で
最

近
の
修
造
で
あ
る
｡
表
に
明
郷
融
､
重
輿
暫
定
七
年

(
一
九
二

二
年
)

鼓
吹
壬
成
五
月
膏
日
本
赦
重
修
と
あ
り
､
間
口
燐
-
'

二
門
を
有
し
､
珍
し
い
装
飾
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
｡
門
を
く
ゞ
る

と
中
は
畑
に
な
っ
て
居
り
､
奥
に
詞
殿
が
あ
る
｡
前
掲
大
南

一

統
志
に
'
天
妃
盈

詣

語

根
鯛
郷
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
あ
ら

ラ
.
嗣
徳
元
年

(
｣
八
四
八
年
)
春
三
月
の
建
立
で
あ
る
.
天

妃
望

白
ふ
ま
で
も
な
く
海
神
で
'
之
ま
た
こ
の
地
に
凍
て
商
業

貿
易
に
従
ふ
支
部
商
人
が
浴
路
の
安
全
を
斬
っ
て
た
て
た
も
の

で
あ
ら
う
0
塞
が
急
に
暗
く
な
Td
､
ま
た
豪
雨
が

一
し
き
り
凍

･
さ
う
に
な
っ
た
の
で
'
某
内
の
人
に
絶
息
述
べ
'
再
度
思
払
出

の
日
本
橋
を
通
っ
て

1
路
ツ
ー
ラ
ン
に
掠
る
｡

./

バ

ン

ク

､イ

･
ス

レ
A
I
の
見

撃

本
誌
八
巻

一
統
q
拙
鞠
は
瞥
見
3=
堅

剛
の
極
め
て
慌
し
い
中

に
筆
を
執
っ
た
た
め
､
二
三
誤
り
記
し
て
訂
庇
に
及
ば
な
か
っ

た
所
が
あ
る
の
は
申
し
謬
覆
い
次
第
で
あ
る
が
､
こ
の
文
中
ア

ン
コ
ー
ル
見
拳
の
朗
に
バ
ン
タ
イ

･
サ
ム
レ
-
云
々
と
あ
る
の

は
バ
ン
ダ
イ

ス
レ
ト
(B
anreay
S
rei)
t
の
誤
り
で
あ
る
｡
バ

ン
タ
イ

･.
ス
1
-
の
見
参
は
ア
ン
コ
ー
ル
滞
在
の
第
三
日
に
行

っ
た
｡
嘗
月
朝
早
く

シ
ェ
ン
レ
ア
ッ
プ

.(S
iem
reap)
の
宿
舎

を
出
静
｡
こ
の
日
の
案
内
に
は
考
古
拳
の
老
大
家
パ
ル
マ
ン
テ

ィ
エ
毅
が
親
ら
雷
っ
た
｡
-･
こ
れ
ま
で
ア
ン
コ
ー
ル
･′ト
ム
や
ワ

ッ
ト
を
始
め

他
の
諸
遺
既
の
案
内
に
は
象
の
つ
い
･て
奔
た
こ
と

も
あ
る
が
'

主
と
し
て

コ
ン
セ
ル
ヴ
ァ
ク
ゥ
-
ル
.の
グ
レ
ー
･ズ
}

ガ

氏
が
案
内

役
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
も
､
こ
の
遊
技
の
債
値

と
象
の
得
意
さ
が
う
な
づ
か
れ
る
と
思
ふ
｡
バ
ン
ク
1
･j
･
ス
レ

I
は
シ
ェ
ン
レ
ア
ッ
プ
川

(S
turlg
S
ie

m
relap)
の
右
岸
､
ア
ン

.n
I
ル
の
東
北
約
二
十
一
粁
､
新
春

･
俳
印
国
境
線
た
る
北
緯

十
五
度
線
の
構
法
北
に
あ
少
､
却
ち
こ
め
部
分
の
み
は
少
し
蕃

47I-
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側
に
出
張
っ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
｡
勿
論
革
に
よ
ら
な
け
れ
ば

こ
の
見
拳
は
日
締
り
に
は
不
可
能
で
あ
る
L
t
国
境
地
帯
で
'

･

現
今
で
は
訪
問
に
特
別
の
許
可
を
要
し
､
そ
の
上
附
近
は
屋
上

盗
賊
が
横
行
す
る
さ
う
で

可
成
-
物
騒
な
の
で
あ
る
が
､
併

印
側
の
好
意
で
途
中
よ
り
執
銃
の
兵
除

一
名
を
同
乗
さ
せ
無
事

見
革
を
果
す
こ
と
が
出
雅
た
｡
併
し
往
復
の
道
は
自
動
串
の
走

る
に
は
飴
抄
に
も
憩
く
軍
の
動
拓
は
申
す
に
及
ば
ず
'
砂
中
に

革
鴇
が
投
し
て
附
近
部
革
の
土
人
の
廠
煤
を
得
て
耳
う
じ
て
引

き
上
げ
た
こ
と
も

一
度
な
ら
ず
あ
っ
た
｡

併
し
と
の
素
晴
ら
し
い
道
鏡
の
見
聾
は
往
復
の
苦
し
み
を
償

っ
て
徐
り
が
あ
っ
た
｡
連
銭
の
少
し
手
静
で
串
を
下
わ

､
熱
帯

妹
の
間
を
通
す
PP
小
径
を
約
二
町
程
進
む
｡

パ
ル
マ
ン
テ
,ィ
エ

氏
は
七
十
三
歳
の
高
齢
に
も
拘
ら
す
至
極
元
来
で
一
行
の
先
帝

に
な
っ
て
進
ん
で
行
-
｡
遺
接
の
規
模
や
そ
の
様
式
等
の
詳
細

に
つ
S
て
は
私
の
如
き
門
外
漢
に
云
々
す
る
の
賓
格
は
な
く
､

遼
東
畢
院
か
ら
出
て
ゐ
る
報
告
書
の
類
を
見
ら
れ
1
ば
よ
い
が

素
人
目
に
も
小
じ
ん
ま
り
と
し
て

ア
ン
コ
ー
ル
･
ワ
ッ
ト
の
様

な
雄
大
さ
を
有
た
ぬ
と
望
呂
へ
､
そ
の
浮
刻
は
よ
り
富
貰
性
に

官
み
'
手
法
に
至
っ
て
は
賓
紅
繊
細
紐
密
'
巧
妙
を
極
め
て
居

か
'
展
に
感
嘆
に
塔
へ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
｡
ア
ン
コ
ー
ル
･
ワ

ヅ
A
が
<
口
に
賂
泉
し
て
ゐ
る
に
対
し
､

こ
の
連
珠
に
ウ
S
で

は
従
束

一
部
の
者
以
外
に
は
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
'
こ

れ
は
襲
兄
が
最
近
で
あ
る
の
と
'
特
に
そ
の
位
露
が
境
隔
で
'

交
通
が
不
便
で
あ
.る
等
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
が
､
こ
げ
か
ら

姓
折
角
ア
ン
コ
ー
ル
を
訪
ふ
人
士
は
都
督
の
つ
く
限
り
'
こ
1

へ
も
行
っ
て
見
ら
れ
る
が
よ
い
と
思
ふ
｡
こ
の
殿
堂
の
創
建
に

つ
い
て
臥
は
じ
め
諸
畢
者
に
よ
っ
て
色
々
の
説
が
喝
へ
ら
れ
で

ゐ
た
が
､
そ
の
後
明
瞭
に
九
六
七
年
の
デ
ー
ト
を
示
す
碑
銘
の

夢
見
に
よ
抄
t
と
の
論
議
は

一
磨
終
結
を
見
た
由
で
あ
る
O
そ

れ
に
し
て
も
'
こ
の
遺
街
の
復
興
に
力
を
姦
し
今
日
あ
ら
し
め

た
速
束
拳
院
関
係
者
の
功
績
は
投
す
る
こ
と
が
出
来
た
S
｡

i

(藤
原
記
)
∫
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